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工 〈ルタレツイ7とアンジェラ〉   
『アンジ工ラ・ポルジア』の舞台となるのはルネサンスの北イタリア．エス   











ち，「父譲りの若返りの力によって，全く忘却の河に湯浴昂Lたかのよ うに，  




ソとの結掛も 父法王と兄チェ・…ザレの政治的な意図を併いながらも，ルクレ  















の対比として捉えている㌔   
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て外なる光に代わる内なる光を獲得していく過程が物語られていくこととなる。   
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降らせる。   
失明は光に包まれていたジュリオの転落を象徴する。  
「なぜあなたは僕から光を奪ったのだ。なぜ僕の全てであり，唯→のものを奪   




した硬は，やがて床に伏し 嘔吐を催す。昼と夜の見境がつかなくなり，悪夢  
にうなされる。   
C．F．マイヤー『7ソジェラ・ポルジア』  91  
肝悪夢の中で，自分の欲望や野心の犠牲となった者達の行列が近づいて来る。  








Ⅳ くジュリオをめぐ古人々〉  




光を失った観 彼ほ「夢の中で永久に失われた晴れやかな青空を，憧れるよう  
に見上げながら探し求めた。」（S．37）そして実際に盲人となった彼は庭園の  
並木道を歩みながら，「もはや見ることのできない光をせめて感じ取ろうとし  
た。」（S．55）悪夢とそれに対する反応は現実に繰り返されるのである。   
盲人となったジュリオの許にほ，異った思いを抱く者が≡人，それぞれプラ  










勤勉で足ることを知る彼らの存在が彼の関心を引く。やがて彼は「今まで所属   
































我が神の目の見しものは，   
C．F．マイヤー『アンジ工ラ■ボルジア』   
すべて我がものなりし。  












Ⅴ 〈ジュリオとフェルランチ〉  














「自我とその不安から解放されることを辟う。」（S．85） ［ そして，その場  
で毒をあおって自殺する。   
兄の自殺を前にしたジュリオは取り乱して泣きながらも，やがて臼の見えぬ   
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頭を大公の方へ向けて言う。一日分は生命の富を愚かにも浪費してきた。し  







Ⅶ くジュリオと神父マメ・yテ〉  





に再会し やつれ果てたかつての教え子に古典の英知を授けようとする。しか  
し，高貴な人々を模範とし，克己の勝利を説くストア派の哲学旺，ジュリオほ  












の泉』（Der r6misclleBrunnen）という詩の中で水盤の清認を歌い上げている。  
物語の中では，水盤ほ人間の在り方を象徴するものとして，より深い意味を担  
うに至る。ジュリオほ初め，光を失った自分がこれ以上貧Lくなることは思い   
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もよらず，さらに利己的な苦痛さえ富とLて放棄しなければならないと言われ，  





カルな眼差しは見られない。詩人（アリオスり の形象化の営みにも哲学（ミ  
ラビリ）にも一定の限界を認め，宗教的な方向へと向う作者最晩年の信仰告白  
を読み取ることもできる。乱 そうした文学に対する内在的な批判と反省を含  
み込んだ作品とも言えよう。いずれ忙せよ，単に葛藤や孤独，不信ヤ絶望を措  



















描き出しているその全体に求められるのである。   
堵の中にある礼拝堂の悪路子に顧を押しつけ，ジュリオを見守り続けるアン  
ジュラ。彼女の額には赤く深い筋が十字架の印のように刻み込まれる。その姿  
に気づいた神父マメッテの立会いのもとに，二人は密か町結婚する。・のちに神   





悲劇的な体験をくぐり抜仇 転生を遂げる。ジュリオはこの転生を経ることな  
しにアンジュラと結ばれることほなかったのである。  
Ⅶ 〈『7ンジェラ・ボルジ丁』と『ジェーン・エア』〉  





赦とジュリオの厨二地が二人の将来を保証する。しかし 共に牧歌的な結末にで  
はなく，結末に至る切迫した過程が焦点となる。『ジェーン』において，失明  
Lた男ほ神を呪い，「暗い死の影の谷間4）」を通り抜ける。やがて彼は神の意志  
を認軋 運命と和解する。『アンジェラ』においてもまたすでに見てきたよう  
にジュリオは失明し，満ち足りた者と悩める者とを隔てる「深い谷の反対側を  
よじ登る。」（S．85）やがて彼ほ「新Lい生命」を実感し，「精神の限」を獲得  
する。   
各々の題名でもある二人の女主人企も又，共に孤児として育てられ 一途な  
性格，逆境忙あって孤立した立場にあるなど，時代背景り塞こそあれ，多くの  
共通点がある。二人は共に男性に対して自分から先に愛を告白し 失明した相  
手忙献身的に尽す。「自分は彼の左手であり，彼の瞳である。らりと言うジェーン  
と，「愛と悲しみを共にする」（S．125）と誓うアンジェラ。「彼は私の命であ  
り，私ほ彼の命である。6リ と語るジェーンと，「彼女ほ与えることで幸福とな  
り，私ほ受けることで幸福となる。」（S．134）とジュリオに認識させるアンジ  
ニラ。さらに，両者の聞に生まれる子供に対する同質の表現さえ見られる。  
「私達の最初の子供ほ彼自身の目を受け継いでいた。7）」というジェーンと， ジ  
ュリオの失われた日が二人の子供の日の内に若々しく蘇る日の訪れることを希  
望するアンジェラ。（S．134）両者にほ極めて相似た男女の幸福の形が示され  
ている。それは表現が似ているというより，似た立場に置かれた男女が示す心   
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の動きの相同性であると言えよう。そして，男性の側が弱者となることで，女  
性の愛を受身的に受け容れるという構図からは，男性座位の近代社会における  











れない。l）」   
マンの言葉を言い換えるならば，仮借ない運命も当人の意志とつながりがあ  
るということである。ジュリオもまた，夢を見る以前にアンジエラによる再度  
の叱責を自ら求めていた。そして現実に光を失った乱 彼はそれを至当なもの  
として受け止めるに至る。そこに人間の心理と運命の深い相関関係が捉えられ  
ている。   
もとより両者には時代背景のみならず，様々な差異がある。『ジェーン・エ  











レ・ポルジ7の戦死，兄嫁ルタレツィアに邪恋する裁判官ストロサツィは謀殺   




して彼を支えた人々 ］ アンジュラ，神父マメッテ，詩人アリオスト，老哲学  
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父 法王  
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